
宮崎市では、両親が共働き（ひとり親家庭含む）又は自営業で、下校後家庭に保護監督者がおらず、別の

人が児童を預かる場合は、預かる人の住所の指定校へ通学することを認めています。

１ 申請の要件

要件１ 児童と同居する成人全員が勤務をしていること

児童と同居している成人全員が勤務しており、就労時間の終了が１７時以降であることが必須となります。

※勤務証明書又は自営業申告書の提出が必要です。

要件２ 預かる人が別の校区にいること

児童の下校後、責任を持って預かる人が別の校区にいることが必須となります。その場合、預かる住所の

校区で申請することになります。

※児童預かり証明書が必要です。

要件３ 原則、児童クラブを利用していないこと

２ 通学区域外通学許可の注意点

注意点１ 要件１から３を満たさない状況になった場合、指定校への転学となります。

年度途中に申請の要件の１から３のいずれかを満たさない状況になった場合は、指定校（本来通学すべき

学校）への転学となります。なお、その場合の転学時期は、学年末となります。

注意点２ 就労時間・内容に変更があった場合は、新しい勤務証明書（自営業申告書）を提出してくださ

い。

注意点３ 預かり先の実態調査を行うことがあります。

必要に応じ、預かり先の実態調査を行うことがあります。実態調査の結果、児童預かり証明書の内容と異

なる事実が判明した場合は、学年末を待たず、即転学となります。

注意点４ 中学校は指定校への通学となります。

共働き（ひとり親含む）を理由とした通学区域外通学許可は、小学校のみです。中学校は指定校（本来通

学すべき学校）に通学することになります。

※中学校は指定校への通学となるため、別の校区の小学校に通学していたことで、出身小学校が他の生徒

と異なることがあります。十分に検討のうえで、申請書を提出してください。

注意点５ 生涯学習課（児童クラブ担当課）への照会及び情報提供を行います。

児童クラブの利用の有無について、生涯学習課への照会及び情報提供を行います。

【お問い合わせ先）】

宮崎市教育委員会 学校教育課 電話 ８５－１８２５

共働き（ひとり親家庭含む）を理由として

通学区域外通学許可申請を行う方へ


